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　人類にとって，雨は天からの恵みであると同時に，いつ

災害に転じるかわからないという脅威であり続けてきた。

海もまた同じである。施工技術が進歩し，都市を取り囲む

ように防災施設が整備されたことで，河川や沿岸域におけ

る災害のリスクは，日常生活とは切り離されたところで制

御されるようになった。しかしながら，3.11 の津波被害を

はじめ，豪雨災害の激化，多発するゲリラ豪雨によって引

き起こされる内水氾濫は，これまで構築してきた水に対す

る防護が決して万全ではなく，その限界を超えた時には大

災害が生じ得ること，そして予測し難い環境の変化が呼び

起こす危機に，私たちの生活が常にさらされていることを

改めて露わにした。

　こうした大規模な自然災害や予測の不確実性を含む気候

変動の影響に対する備えとして，堤防などの防災施設の設

計や，生態系を基盤とした防災・減災（Eco-DRR），河川

沿いの土地での遊水機能の回復といった治水の考え方，東

日本大震災後の復興のデザインにおける住民の避難計画や

企業での危機管理体制の構築など，災害のリスクを受け止

めながら，その影響を軽減するための環境を構築する取り

組みが注目される。このような状況において，水をマネジ

メントするための空間を軸としながら，生態系や社会的な

しくみと合わせてデザインされる，そうした環境を「ライ

フライン（命綱）としてのランドスケープ」と再定義する

ことはできないか。

　人口が減少するなかで，一斉に老朽化していくインフラ

の更新が必要となることに対し，ライフラインは水際だけ

でなく，流域圏での包括的な水系のデザインの下で構築さ

れることが求められよう。この計画・デザインに関する意

思決定の本質的なプロセスに対し，都市計画や造園分野の

専門性や職能に求められるものは何か。

　本特集は，不確実な将来に対する水管理を，政策立案と

プランニング，多様なイニシャチブの協働，設計・デザイ

ン，およびそれらのコミュニケーションという３段階のア

プローチから，各国の先進的な事例や国内各分野の取り組

みに学び，造園分野としてどのように取り組んでいくかを

議論するものである。

　第Ⅰ部では，河川とその流域の自然と人間の共生のあり

方を捉えるためのレファレンスポイントとして，早くから

流域での総合的な治水と住民参加について提唱されてきた

高橋裕氏に対して行ったインタビューを掲載し，第Ⅱ部で

は海外の中長期的かつビジョナリーなランドスケープ政策

の事例として，オランダの治水事業とアメリカのハリケー

ン・サンディーの復興戦略に焦点をあてる。

　第Ⅲ部は，国内の水に対する防災・減災のための施設や

空間について，治水計画の変遷と都市形成の計画論，公共

空間もしくは自然再生の場としての河川空間のデザインと

マネジメント，そして，災害復興の現場における現状と課

題についての報告を掲載した。

　第Ⅳ部は，座談会形式で上記の議論を振り返りながら，

Eco-DRR の取り組みにおける最新の動向を参考にしつつ，

予測の不確実性をはらんだ水害リスクへのアプローチに，

造園分野がいかにかかわるべきか議論する。
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